
102 透視診断

《平成20年 8月 25日新規》

〇 取扱い

尿管造影撮影時の透視診断については認められない。

O 取扱いを定めた理由

透視診断料は、透視により疾病・病巣の診断を評価するものであり、消化

管の造影剤使用撮影に際 し腸管の所要の位置に造影剤が到達しているか否か

を透視により検査する場合等、撮影の時期決定や準備手段又は他の検査、注

射、処置及び手術の補助手段として行う透視については算定できない。

103 透視診断

《平成20年 8月 25日 新規》

○ 取扱い

膀洸造影撮影時の透視診断については認められない。

°

 襲墳鯵酢再tF瑾現により疾病・病巣の診断を評価するものであり、消化

甚逸積髯製標履[7:鱈き曇F黒影霧緯蟻異[導髭穏撃裂賃ヒ温H晨基F雀
射、処置及び手術の補助手段として行う透視については算定できない。

ｕ
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¬04 透視診断

《平成20年 8月 25日 新規》

O 取扱い

血管造影撮影時め透視診断は認められない。

105 透視診断

《平成 20年 8月 25日 新規》

0 取扱い

子宮卵管造影撮影時の透視診断は認められない。

ｕ
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106 画像診断

《平成 20年 8月 25日新規》

取扱い                     .
画像診断における仙骨と尾骨は、同一の部位の取扱いとする。

取扱いを定めた理由

仙骨と尾骨は撮影条件を変える必要がなく同一の部位と考えられる。

○

O

107 透視診断

《平成 20年 8月 25日 新規》

○ 取扱い

原則として、関節造影撮影時の透視診断は認められない。

°
E][芝]][[:[機 :ち

「
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射、処置及び手術の補助手段 とし́て行 う透視については算定できない。
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108 透視診断

O 取扱い

原則∫として(R旦の

《平成20年 8月 25日 新規》

う造影撮影時の透視診断は認められない。

lo9 透視診断

《平成 20年 8月 25日 新規》

○ 取扱しヽ

膵胆管造影撮影時の透視診断は認められない。

O 取扱いを定めた理由

透視診断料は、透視により疾病・病巣の診断を評価するものであり、消化

管の造影剤使用撮影に際し腸管の所要の位置に造影斉1が 到達しているか否か

を透視により検査する場合等、撮影の時期決定や準備手段又は他の検査、注

射、処置及び手術の補助手撃として行う透視については算定できない。

ｕ
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○

O

1lo ジアゼパム② (小児科 21)

標榜薬効 (薬効コー ド)

マイナー トランキライザー (1

成分名

ジァゼパム 【内服薬・注射薬】

主な製品名

ホ リゾン錠、ホ リゾン散、ホ リ

ルシンシロップ、セルシン注射液、

O 承認されている効能・効果

(+fi21+eF15Effi'n)

12)

ゾン注射液、セルシン錠、セル シン散、セ

他後発品あり

¬¬1 ミダゾラム① (小児科 22)

《平成21年 9月 15日 新規》

0 標榜薬効 (薬効コー ド)

催眠鎮静斉1、 抗不安剤 (112)

O 成分名

ミダゾラム 【注射薬】

○ 主な曖品名

ドルミカム注射液、他後発品あり

O 承認されている効能・効果

① 麻酔前投薬

② 全身麻酔の導入及び維持

③ 集中治療における人工呼吸中の鎮静

o 薬理作用

鎮静:睡眠、麻酔増強ヽ筋弛緩作用

°
か:][棋喜iだ鼻6逝 it」鱈馨育Lj鹿」ξ粽[竃暑晉劣∬

=『

むてん

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

°
対i:][糧罹権釜じlt、 」横F「曇最最あ肇象保Ll[ヒ継握警

|:尖

糧篭
されるべきであること。

<内服>
① 神経症における不安・緊張・抑うつ

|[腰
l:[[骨[i:3ili]3,寃][[][]fi][][[1

_⑤  麻酔前投薬

<注射>

8酔
[i[肯 i修iliち[[llll霞 :樫λ彙屏言滉讃F覧殿i雰

③
l「 9埜貢,菫

|:〔

曇TlΨttII鼻″壼[爾認勇
状態、有機リン中毒

°

 雲曇権昌、抗不安作用、抗痙攣作用、筋弛緩t用 、自律神経安定化作用

°

 怪罰ぼ して、 「ジァゼパム 【内服薬 。注射薬】」を「てんかん」に対し処

方した場合、当該使用事例を審査上認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

ｕ
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O

O

○

○

○ 主な製品名

硫酸ア トロビン注射液、他後発品あり

○ 承認されている効能・効果

胃 '十 二指腸潰瘍における分泌並びに運動克進、胃腸の痙攣性疼痛、痙攣

性便秘、胆管・尿管の癌痛、有機燐系殺虫剤・昌J交 感神経興奮剤の中毒、迷

走神経性徐脈及び迷走神経性房室伝導障害、その他の徐脈及び房室伝導障害、

麻酔前投薬、ECTの 前投与

o 薬理作用

副交感神経遮断作用

○ 使用例

原則として、
「ア トロピン硫酸塩水和物 【注射薬】」を「現行の適応症に

っいて小児」に対 し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

O 留意事項

使用上の注意において、 「小児等に対する安全性は確立していない。」と

記載があることに留意して使用されるべきであること。

13 スピロノラク トン② (小 児科 24)

標榜薬効 (薬効コー ド)

抗アル ドステロン性利尿降圧斉1(213)

成分名
スピロノラクトン 【内月R薬 】

K+fr.21+eEl sFffiF)

o 主な製品名

アルダク トンA細 粒、アルダク トンA錠 、他後発品あり

0 承認されている効能・効果

8忌 程霞亀 13ξ ttLI柴 ]、 腎性浮腫、月干性浮腫、特発性浮腫、悪性

腫瘍に伴 う浮腫及び腹水、栄養失調性浮睡

③ 原発性アル ドステロン症の診断及び症状の改善

0 薬理作用

抗アル ドステロン作用

°

暦罰留 して、 眩 ピロノラク トン 【内囲 」を 明 行鋪 応症について

小児」に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

°
立:[i[|テ |こな峯裏ふ酵[[F層 [ξ :を使省[貢ξガよξ∬』モ11確

12 ア ト●ピン硫酸塩水和物 (小 児科 23)

《平成21年 9月 ¬5日 新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

鎮けい斉1(124)

成分名

ア トロピン硫酸塩水和物 (硫酸ア トロピン)【 注射薬l

ｕ
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11 5 ア ドレナリン② (小児科 26)

標榜薬効 (薬効コー ド)

副腎髄質ホルモン (245)

成分名

ア ドレナリン 【外用薬】

主な製品名

ボスミン液

承認されている効能・効果

(+FI214'eE15FgilB)

次の疾患に基づく気管支痙攣の緩解 :気管支喘息、百日咳

局所麻酔薬の作用延長 (粘 lll面 の表面麻酔に限る)

手術時の局所出血の予防と治療

耳鼻咽喉科領域における局所出血

耳鼻咽喉科領域における粘膜の充血・腫脹

外創における局所出血

薬理作用

交感神経刺激作用

使用例

O

O

O

0

0

O

○

○

14 プロカテロール塩酸塩水和物 (小児科25)

《平成21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬 効コー ド)

気管文拡張剤 (225)

成分名

プロカテロール塩酸塩水和物 (塩 酸プロカテ

主な製品名

メプチン吸入液

承認 されている効能・効果

ロール)【 外用薬】

次の疾患の気道閉塞性障害に基づ く諸症状の緩解 気管支喘 皇、、慢性気管

支炎、肺気腫

o 薬理作用

気管支拡張作用

°

暦罰留 して、 「プ:ヵ テ:_ルな 塩水慟 跡 用剰 」を 吼 児岬 鳥

症状」に対 し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

①

②

③

④

⑥

⑥

O

○

原則として、「アドレナリン 【外用薬】」

方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

を 「クループ症候群」に対 し処

○ 留意事項

使用上の注意において

は確立 していない。」 と

と。

、 「低出生体重児、新生児及び乳児に対する安全性

記載があることに留意して使用されるべきであるこ

○ 留意事項

使用上の注意において、 「小児等では全身の冨1作用が起こりやすいので、

少量から投与を開始するなど患者の状態を観察 しながら慎重に投与す るこ

と。」と記載があることに留意 して使用されるべきであること。

い
い



11 7 メチルプレドニゾロンコハク酸エス言、1打名ち
|:7儀

膚科3'神経2)

《平成21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

副腎ホルモン剤 (245)
○

○

0

○

○

①

②

③

④

⑤

⑥

¬ 1 6 ア ドレナリン③ (小 児科 27)

標榜薬効 (薬効コー ド)

副腎髄質ホルモン (245)

成分名

ア ドレナリン 【注射薬】

主な製品名

ボスミン注、エビネフリン注射液

(+fr21+eF15Effiffi)

O 承認されている効能・効果

を亀優量ttで l曇尾茫偉]彗[低孟量量竜li3L;;この補助治療
心停止の補助治療

局所麻酔薬の作用延長

手術時の局所出血の予防と治療

虹彩毛様体炎時における虹彩癒着の防止

○ 薬理作用

交感神経刺激作用

°

播罰響して、 け ドレナ リン 【注射剰 」を 嘲 行碗 嗣 こついu蠅

に対 し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

°
tti:][:曇 |:|を ib』』帰震ξξ鮫じだ芦ま菖|[製|』I｀オと。劣
と記載があることに留意して使用されるべきであること。

成分名

メチルプレドニゾロン

ドニゾロンナ トリウム)

コハク酸エステルナ トリウム (コ ハク酸メチルプレ

【注射薬】

o 主な製品名

ソル・メドロール静注用、他後発品あり

○ 承認されている効能・効果

<ソ ル・メ ドロール 40、 125、 500、 1000>

① 急性循環不全 (出 血性 シヨィク、感染性ショック)

8 憂橿磯ξ障鶴 i角幌鶴 名驚惜傷患者 (運動機能障害及び感覚機能

障害を有する場合)に おける神経機能障害の改善

<ソ ル・ メ ドロール 40、 125>

気管支喘息

<ソ

後あ贔継通勇|[∬キぎ[″∬墓性腫瘍剤 との併用療法 :再発又は難治性

の悪性 リンパ腫

O 薬理作用

抗炎症作用 (コ1腎 皮質ホルモン)、 免疫抑制作用

た場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

O 留意事項

使用上の注意において

ｕ
劇

「観察を十分に行 うこと。 (小 児等では発育抑市」



があらわれる

があらわれる

あることc

ことがある。)J及 び 「長期投与

ことがある。」と記載があること

した場合、頭蓋内圧充進症状

に留意して使用されるべきで

118 ミツリビン (小児科 29)

《平成21年 9月 15日新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

免疫抑市J斉1(399)

成分名

ミゾリビン 【内服薬】

主な製品名

ブレディニン錠

承認されている効能・効果

Sの
3こ[暑[:獲うillllllizF鵬醤毎量菫労引5督塁増雀震轟馨

○ 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

°

羅露重月注意におい‐ い 卿 こ対する安釧 ま確立 していない

記載があることに留意 して使用されるべきであること。

O

O

O

○

に限る。 )

o 薬理作用

免疫抑制作用

O 使用例

原則 として、
「ミゾリビン 【内服薬】」を 「副腎皮質ホルモン剤のみでは

治療困難な場合の、腎炎における尿蛋白抑制効果又は腎組織障害の軽減」に

対 し処方 した場合、当該使用事例1を 審査上認める。

」 と

ｕ
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○

O

O

0

O

○

O

119 ドロペリドール (麻酔科 3・ 麻酔科 4)

《平成 2¬ 年9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬 効コー ド)

全身麻酔却l(111)

成分名

ドロベ リドール 【住射薬】

主な製品名

ドロレプタン注射液

① リユじ,:λ省携轟驚電 ょる、手術、検査及び処置時の全身麻酔並びに

局所麻酔の補助

②  ドロペ リドーィレの単独投与による麻酔前投薬

o 薬理作用 ‐

鎮静作用、制吐作用、 α―受容体遮断作用

O 使用例

原則として、 「ドロペ リドール 【注射薬】」を
「中枢性鎮痛薬 (麻薬を含

む1)投 与に伴 う悪心・嘔吐」に対 し処方した場合、当該使用事例を審査 ト

認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

120 インドメタシン① (麻酔科5)

(+F1,2 1+e Fl 1 5 E*trtR)

標榜薬効 (薬効コー ド)

解熱鎮痛消炎剤 (114)

成分名

イン ドメタシン 【坐剤】

主な製品名

イン ドメタシン坐剤、インテダール、イ

斉J、 インデラポロン坐剤、インメシン坐斉1、

O 承認 されている効能・効果

① 次の疾患の消炎、鎮痛 :慢 性関節 リウマチ、変形性関節症

② 手術後の炎症及び腫脹の緩解

O 薬理作用

消炎鎮痛作用

°

暦罰留 しく 財 ンドメタシン 【坐剤hを 鴨 腰 痛口 こ対 嶼 方 した

場合、当該使用事例を審査「 認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

ンテバン坐剤、インデラニ ック坐

ミカメタン坐剤

○ 留意事項

添付文書の「使用上の注意」に留意して使用されるべきであること。

ｕ
Ю



121 7ミ トリプチリン塩酸塩 (麻酔科 6)

o 標榜薬効 (薬効コー ド)

精神神経用芦|(117)

0 成分名       ‐

《平成 21年 9月 15日 新規》

アミ トリプチ リン塩酸塩 (塩 酸アミトリプチ リン)【 内服薬〕

○ 主な製品名

トリプタノール錠

0 承認されている効能・効果

精神科領域におけるうつ病 。うつ状態、夜尿症

○ 薬理作用

抗 うつ作用

°

麿罰響 して、 げ ミ トリプチ リ幼 醜 【内服葬囃 」を 吸 醸 潮 こ却 す

るうつ病・ うつ状態」に対 し処方 した場合、当該使用事例を審査上認める。

°

 異量羅醤ぶ嵩理言種起誓12『 堆性疼痛に併発する、つつ症状の改善、慢性

疼痛の補助薬 として用い られている。

122 イミプラミン塩酸塩 (麻酔科7)

《平成21年 9月 15日 新規》

O 標榜薬効 (薬効コー ド)

精神 ll経 用剤 (117)

O 成分名

イミプラミン塩酸塩 (塩酸イミプラミン)【 内服薬】

O 主な製品名

トフラニール錠

0 承認されている効能・効果

精神科領域におけるうつ病・うつ状態

遺尿症 (昼・夜)

0 薬理作用

抗 うつ作用

°

攘罰留 して、 レ ミプラミカ証醜 【内画 」を 卜漫峡 痛におけるう

つ病・ うつ状態」に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

: 異量耀鷺案嵩理言竃走誓乳2f檀性疼層に併発するうつ症状の改善、慢性
疼痛の補助業として用いられている。

い
〇



○

0

0

○

○

23 ベクロニウム臭化物 (麻酔科 8)

《平成21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬 効コー ド)

骨格筋弛緩剤 (122)

成分名
ベクロニウム臭化物 (臭化ベクロニウム)【 注射薬】

O 主な製品名

マスキュラックス静注用、他後発品あり

○ 承認されている効能・効果

麻酔時の筋弛緩、気管内挿管時の筋弛緩

O 薬理作用

神経筋遮断作用

°

信用Tし 魚 昧 クロニウム難 物 【注射期 」を 吹 剪 吸時の制 枷

に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根櫻

薬理作用が同様 と推定される。

124 ダントロレンナ トリウム水和物 (麻酔科 9)

《平成 21年 9月 1 5日 新規》

標榜薬効 (薬効コ=ド )

骨格筋弛緩斉1(122)

成分名

ダントロレンナ トリウム水和物 【注射薬】

主な製品名

ダン トリウム静注用

○ 承認されている効能 '効果

① 麻酔時における悪性高熱症

② 悪性症候群

○ 薬理作用

筋小胞体カルシウムイオン遊離抑制作用

°

撰罰Tし ヽ 「ダントロレンナ トリウム紳 物 【注射薬hを 呼 喘 熱

症の抑制」に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

い
Ｐ



125 硫酸マグネシウム水和物 (麻酔科 10)

《平成2

o 標榜薬効 (薬効コー ド)

鎮けい斉1 (1 2 4)       .

0 成分名

硫酸マグネシウム水和物 【注射薬】

○ 主な製品名
コンクライ トMg液

0 承認されている効能 。効果

電解質補液の電解質補正

○ 薬理作用

カルシウムチャンネル抑制作用

O 使用例

原則としてヽ 「硫酸々グネンウム水和物 【注射薬】

対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

1年 9月 15日 新規》

」を 「′い室頻柏症」に

26 7ミ オダロン塩酸塩 (麻酔科 ¬1・ 麻酔科 12)

《平成 2¬ 年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

不整脈用斉1(212)

成分名

アミオダロン塩酸塩 (塩酸アミオダロン)【 注射薬 l

主な製品名

アンカロン注

承認されている効能・効果

生命に危険のある次の不整脈で難治性かつ緊急を要する

血行動態不安定な心室頻拍

場合 :心 室細動、

O

○

0

0

o 薬理作用

カ リウム、ナ ト

作用

O 使用例

原則 として、
「ア ミオダロン塩酸塩

する場合の、心房細動又は心房粗動」

審査上認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定 される。

リウム、カルシゥムチャンネル抑制作用、抗アドレナリン

【注射薬】」を 「難治性かつ緊急を要

に対 し処方 した場合、当該使用事例を

O 留意事項

緊急を要する心房細動又は心房粗動には、他に用いる薬斉」が認められてお

り、本剤を第一選択として用いるべきではないこと。

Ｏ
Ｎ



12フ  インドメタシン② (皮膚科 2)

《平成21年 9月 15日 新規》

O 標榜薬効 (薬効コー ド)

解熱鎮痛消炎剤 (114)

O 成分名

インドメタシン 【内服薬】

O 主な製品名

イン ドメタシンカプセル

°①
[iili:[llをi]営li[]きる:き,3ぅぅ][[糖 [子‡[
性紅斑、掌瞭膿疱症

8 貢傷後急総篠県竹徴亀F籠罷よ設曇亀畷
角
i急性気管支炎を伴う急̀陸上気道

炎を含む。 )

O 薬理作用                      ―

消炎鎮痛作用

°

詈昂響 し_「 斗ンドメタシン 【内服非嘲 」を 疇 動 性膿●陛約 炎」

に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

○

O

○

O

28 メ トキサレン① (皮膚科 4)

標榜薬効 (薬 効コー ド)

その他の外皮用薬 (269)

成分名

メ トキサレン 1外 用薬】

主な製品名

ォクソラレン軟膏、オクソラレンローシヨ

承認されている効能・効果

(+ffi"z1+eE15B*ttF,)

尋常性 白斑

O 薬理作用

光感受性増強作用

°

標罰留 しこ ニ キサレン 跡 用剰 」差「乾ボ和 国 嶼 方した始 、

当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

0 留意事項
外用 PUVA(光 化学)療法として用いる。

Ｑ
ω



O

O

○

○

129 メトキサレン② (皮 膚科5)

K+ft.z1ssF15BffitF)
標榜薬効 (薬 効コー ド)

その他の外皮用薬 (269)

成分名

メ トキサレン 【内服薬】

主な製品名

ォクソラレン錠

承認されている効能・効果

尋常性白斑

o 薬理作用

光感受性増強作用

°

標罰響し(リ トキサレン ト勺服期 」を 嘱 納 団 嶼 方した始
)

当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

○ 留意事項

内服 PUVA(光 化学)療 法として用いる。

30 ヘパリン類似物賞 (皮膚科 6)

○ 標榜薬効 (薬効コー ド)

血液凝固阻止斉1(333)

o 成分名
ヘパ リン類似物質 【外用薬】

o 主な製品名

ヒル ドイ ドクリーム、ヒル ドイ ドソフ

後発品あり

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

°
』彙i敏∬li[蝙ギヤ祓雉季iξttli
肉痛・関節炎、筋性斜頸 (乳 児期)

薬理作用

角質水分保持増強作用

ぅilli[嘉 l避 lιだ鱈馨r曇言り倉濯ξ仇をξfftt」計
皮膚炎に伴

(+1t21+eH15EffifF)

卜軟膏、ヒル ドイ ドロ~シ ヨン、他

○

O

い
ヽ



131 コルヒチン① (皮 膚科 7)

o 標榜薬効 (薬 効コー ド)

痛風治療剤 (394)

o 成分名
コルヒチン 【内服薬】

o 主な製品名
コルヒチン錠

○ 承認されている効能 '効 果

痛風発作の緩解及び予防

o 薬理作用

好中球の走化因子反応性の低下

(+fi.21+eF15EffilF,)

°

:[][昇 [逸」:省場
gr」

1置番当高ζ≦嘉 ″ど。

卜病」、「掌昧膿               O 
暦罰Tして、「ニムスチン塩酸塩 【注射薬】」を「悪性黒色腫」に対し処

方した場合、当該使用事例を審査上認める。

o 使用例において審査上E7● める根拠                                  。 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。                                     薬理作用が同様と推定される。

¬32 ニムスチン塩酸塩 (皮膚科 8)

《平成 21年 9月 15日 新規》

○ 標榜薬効 (薬 効コー ド)

抗悪性腫瘍剤 (421)

°
 雪i賃 チン塩酸塩 (塩酸ニムスチン)〔 注射薬】

○ 主な製品名

ニ ドラン注射用

°

%モ i鷺 |[鷲 )fi著「 撃 [ヂタ躍 、

1鮨
ξ盛背

化翻 (胃 癌、

O 薬理作用

DNA合 成阻害作用

０
い



0

O

0

O

O

○

133 シスプラチン (皮膚科9)

(+il21+eE15EffifE)
標榜薬効 (薬効コー ド)

杭悪性腫瘍剤 (429)

成分名 ‐

シスプラチン 【注射薬】

主な製品名

ランダ注、ブリプラチン注、他後発品あり

0 承認されている効能・効果

睾丸腫瘍、膀洸癌、腎孟・尿管腫瘍、前立腺癌、卵巣癌、頭頸部癌、非小

細胞肺癌、食道癌、子官頸癌、神経芽細胞腫、胃癌、小細胞肺癌、骨肉腫、

1杢 細胞腫瘍 (精巣腫瘍、卵巣腫瘍、性腺外腫瘍)、 悪性胸膜中皮腫

次の悪性腫瘍に対する他の抗悪性腫瘍剤とあ併用療法 :悪性骨腫瘍、子宮

体FFa(術 後化学療法、転移 。再発時化学療法)、 再発・難治性悪性 リンパ腫、

小児悪性固形腫瘍 (横紋筋肉腫、神筆芽腫、肝芽腫その他肝原発悪性腫瘍、

髄芽腫等)

○ 薬理作用

DNA合 成阻害作用

ゼ〕

○慢性関節 リウマチ、若年性関節 リウマチ (ス チル病を含む。 )、 リウマチ

熱 (リ ウマチ性心炎を含む。 )、 リウマチ性多発筋痛

○エ リテマ ト~デ ス (全 身性及び慢性円板状 )、 全身性血管炎 (大 動脈炎症候

群、結節性動脈周囲炎、多発性動脈炎、ヴエゲナ肉芽腫症を含む。 )、 多

発性筋炎 (皮 膚筋炎 )、 *強皮症

○ *ネ フローゼ及びネフローゼ症候群

o*ぅ っ血性心不全

○気管支喘息 (但 し、筋肉内注射以外の投与法では不適当な場合にllRる 。)、

*薬剤その他の化学物質によるア レルギー・中毒 (薬 疹、中毒疹を含む。)、

*血清病

○ *重症感染症 (化 学療法 と併用す ぅ)

○ *溶血性貧血 (免 疫性又は免疫性機序の疑われるもの)、 *白 血病 (急性 白

血病、慢性骨髄性 白血病の急性転化、 1曼 性 リンパ性 白血病)(皮 膚 白血病

を含む。 )、 *顆粒球減少症 (本 態性、続発性 )、 *紫斑病 (dn小 板減少性

及び血小板非減少性 )、 *再 生不良性貧血、*凝固因子の障害による出血

性素因

○ *限 局性腸炎、 *潰瘍性大腸炎

○ *重症消耗性疾患の全身状態の改善 (癌 末期、スプルーを含む。 )

○ *肝硬変 (活 動型、難治性腹水を伴 うもの、胆汁 うつ滞を伴 う1)の )

○ *脳脊髄炎 (月図炎、脊髄炎を含む。)(但 し、一次性脳炎の場合は頭蓋内圧

先進症状がみ られ、かつ他剤で効果が不十分な ときに短期間用い るこ

と。 )、 *末梢神経炎 (ギ ランバ レー症候群を含む。 )、 *重 症筋無力症、

*多発性硬化症 (視 束脊髄炎を含む。 )、 *小 舞踏病、 *顔 面神経麻 yr~、

*脊髄蜘網膜炎

〇 *悪性 リンパ腫 (リ ンパ肉腫症、細網肉腫症、ホジキン病、皮膚細綱症、

134 トリアムシノロンアセ トニ ド (眼科 4)

標榜薬効 (薬効コー ド)

冨1腎 ホルモン斉1(245)

成分名

トリアムシノ■ンアセ トニ ド 【注射薬】

主な製品名            |
ヶナ Lル トA筋注用、関節腔内用水懸注

0 承認されている効能・効果

く筋肉内注射>

○慢性冨1腎 皮質機能不全 (原発性、

器症候群、*亜 急性甲状腺炎、

(+fr21+eE15E#tf,,))

続発性、下垂体性、医原性 )、 *曇り腎性

*甲 状腺中毒症 〔甲状腺 (中 毒性)ク リー

○ 使用例

原則 として、

癌」に対 し処方

○ 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

「シスプラチン 【注射薬】」を「悪性黒色腫」、 「扁平上皮

した場合、当該使用事例を審査上認める。

Ｑ
い



菌状息肉症)及 び類似疾患 (近縁疾患)、 *好酸性肉芽腫

8獣嘗籍撫F十臓》  組織移植、 *副 腎皮質機能不全患者に対する外科的

侵襲

o*蛇毒・昆虫毒 (重症の虫さされを含む。)

○強直性脊椎炎 (リ ウマチ性脊椎炎)

o*卵管整形術後の癒着防止

8螺通楊?磐亀場露装彗纏驚縁′皇瞥選堰L興又 、接触皮膚炎、貨

耳鼻咽喉科領域の手術後の後療法

〇口腔外科領域手術後の後療法

<][[i[l:蘇

砒敷魃 ダゝ鮨霞
<ζ

糧響官琶焚LF感 難 のも

“

こ限祝 X庭え爾 奥性の動 こ限祝 X

腱周囲炎 (非感染性のものに限る。)

○耳鼻咽喉科領域の手術後の後療法

○難治性国内炎及び舌炎 (局 所療法で治癒しないもの)

°
脚即鐙ぷ紺β虐1紺ハ:°な麟1輔鯖″[″ |[1爆騎|｀

く

温蔭籠官識 L卜鰊 性のものに限る。X腱 周囲炎俳 感染性のものに限

<ネ 3しり躍
炎俳感染性のものに限る。)

〇気管支喘虐、

8借
iな蜀:31顆穆卜滉フロ潜鰊猛

<忌
りつ彬作二性難 、耐 症 嚇 印 、出 腔炎・鼻茸、韓 嚇 欄 域

の手術後の後療法

<副 鼻腔内注入 >
○副鼻腔炎・鼻茸、耳鼻咽喉科領域の手術後の後療法

<邑
写tつ隼墾こ鼻炎、花粉症 (枯 草熱 )、 耳鼻甲喉科領域の手術後の後療法

<鼻茸内注射 >

○副鼻腔炎・鼻茸

<8羅
氷 写臨 鷺腫、噸 ポ リープ・高 、耳鼻囀 科醐 の輸 後の後

療法

<3詈
糧守檀全革耳炎、滲出性 中耳炎・耳管狭窄症、耳鼻咽喉科領域の千術

後の後療法

<耳 管内注入>
○滲出性中耳炎・耳管狭窄症

<8理
遷分異症 (腐蝕性食道炎、直達鏡使用後)及 び食道拡張術後、耳昇咽喉

科領域の手術後の後療法

011策
島獣言奮1写 ヽゝ 媒 M紛 場 合ある日 ま拗 な標 を期待 し

得ないと推定される場合にのみ用いること。

O 薬理作用

糖質代謝作用、抗炎症・抗ア レルギー症作用

い
く



°

信用Tし _ぃ リチムシノロンタセ トニ ド 【注射刻 」を 噴 癖 □

に対 し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

135 コルヒチン② (眼科 5)

O 標榜薬効 (薬 効コー ド)

痛風治療斉J(394)

0 成分名

コル ヒチン 【内服薬】

0 主な製品名

コル ヒチン錠

O 承認されている効能・効果

痛風発作の緩解及び予防

o 薬理作用

好中球の走化因子反応性の低下

(+Ft21+eF15Effiin)
\

°

暦罰響 しそ、 ぃ ルヒチシ 【内贔剰 」を は 一チエツ ト用 に対 し処方

した場合、当該使用事例を審査上認ゅる。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

０
∞



136 アシクロビル⑤ (眼科 6)

《平成21年 9月 ¬5日 新規》

o 標榜薬効 (薬効コー ド)

抗ウイルス剤 (625)

○ 成分名

ァシクロビル 【注射薬】

O 主な製品名

ゾビラックス点滴静注用、他後発品あり

影:覺農縦[:[llli`|::|!!|]]|バ
:|::::ill月馘 こ盤窮ぷ l免色1電奮

純疱疹 '水 痘・帯状疱疹、脳炎・髄膜炎

薬理作用

DNA合 成阻書作用

使用例

原則として、 「アシクロビノ́ 【注射薬】」

した場合、当該使用事171を 審査 1認 める。

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

を 「急性網膜壊死」に対 し処方

O 承認されている効能・効果

クリプ トコツクス、カンジダ、アスペルギルス、コクシジオイデスのうち

本剤感性菌による次の感染症 :真 菌血症、肺真菌症、消化管真菌症、尿路真

菌症、真菌髄踪炎

O 薬理作用

抗真菌作用

○ 使用例

原則として、 「ミコナゾール 【注射薬】

トアメーバ角膜炎」に対し処方した場合、

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

○

O

○

37 ミコナゾール (眼科 7)

《平成 21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬 効コー ド)

真菌症治療剤 (629)

成分名

ミコナゾール 【注射薬】

主な製品名

フロリー ドF注 、フロリー ドF点滴静注用、他後発品あり

」を 「真菌性角膜炎」、 「アカン

当該使用事例を審査「 認める。

0

O

い
０



O

0

O

O

○

〇

¬38 イホスフアミド (血液 8)

(+fr21+eF15EffitF)
標榜薬効 (薬 効コー ド)

抗悪性腫瘍剤 (421)

成分名

ィホスファミド 【注射薬】

○ 主な製品名

注射用イホマイ ド

°
1:[[富[lllilll雇鴨霰捻名に徴

:(電

堂檀穆「)11蓬彊「こ漁昇

「
[を電菖場信機llr才″′層1讐野ξ:Jif纏量i駄露歯橿l稔甦雪橿:

。 i,1肝

芽腫、腎芽腫等)

DNA合 成阻害作用

°

信罰響 して、 財 ホ不フアミド 【注射剰 」を 曝 性 リンパロ 耐 し処

方した場合、当該使用事例を審査上認める。

o 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様 と推定される。

139 フルダラビンリン酸エステル (血液9)

《平成 21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

抗悪性腫瘍剤 (422)

り常雰ラビンリ滑エステルリン酸カレグラビカ【内服響ヨ

主な製品名

フルダラ錠

曇翼良仕違糖縫靭張お後1:低悪性度B細胞性非ホジキンリンパ腫、マン
トル糸田月包リンパ腫

o 薬理作用

DNA合 成阻害作用

°

性[]l}[寿 」遜等

`Z塀

:、|』戦鹿rξttJ{翼』ぜ董ムξ。 
慢

片

リン
ダ

○ 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

劇
〇
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○

○
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O

O

40 エタンプ トール塩酸塩 (呼 吸器科 1)

｀
                《平成21年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬効コー ド)

抗結核剤 (622)

璧夕;ブ ト_満 醜 磁 酸エタンブ トー

“

【内醐

主な製品名

ェブ トール

O 承認されている効能・効果

<適応菌種>

本斉1に感性の結核菌

<適応症>
肺結核及びその他の結核症

o 薬理作用

抗結核抗菌作用

°

に3]]男 [た基暮F曽姦漫罵菫視i理」皇課税七1を

「非結核性抗酸菌症」

41 ロキソプロフェンナ トリウム水和物 (神 経 1)

《平成 2¬ 年 9月 15日 新規》

標榜薬効 (薬 効コー ド)

解熱鎮痛消炎却|(114)

成分名

ロキソプロフェンナ トリウム水和物 【内RFRttl

主な製品名

°
 曇量羅嬌保嵩鷺菅権屯詈究2∫俳結核性抗酸菌に対して抗菌作用が認 めら

ロキソニン錠、ロキソニン細粒、他後発品あり

O①承

畷λ復量霊象催匙供執亀炎 ,鎮痛 :関節 リウ了チ、変形性藤1節 症、腰痛

症、肩関節周囲炎、頸肩腕痺候群、歯痛

8 頭復後慧劣爆歎半横亀警看亀11に哀'1省性気管支炎を伴う急性上気道
炎を含む。 )

o 薬理作用

抗炎症作用、鎮痛作用

°

痛;]]ょ 裏L頭属il`イ :遜 :`落 諺き、』夢留黛当 ぶξξll菫:め :1頭

O 使用例において審査上認める根拠

薬理作用が同様と推定される。

れている。

O 留意事項

使用上の注意において、「重大な副l作 用Jと して「視力障害」があり、「視

神経障害による視力低下、中,い 暗点、視野狭窄、色神異常等の視力障害があ

らわれ ることがあるので、観察を十分に行いt異常が認められた場合には投

与を中止す ること。」と記載があることに留意 して使用されるべきであるこ

と。

哺
Ｐ



O

○

142 ミダゾラム② (歯科 1)

標榜薬効 (薬効コー ド)

催眠鎮静剤、抗不安剤 (112)

成分名

ミダゾラム 【注射薬】

○ 主な製品名

ドルミカム注射液、他後発品あり

○ 承認されている効能・効果

① 麻酔前投薬

② 全身麻酔の導入及び維持

③
‐集中治療における人工呼吸中の鎮静

薬理作用

鎮静、睡眠、麻酔増強、筋理緩作用

使用例

原則として、「ミダゾラム 【注射薬】」

に対し処方した場合、当該使用事烈を審査

o 使用例において審査上認める根拠

業理作用が同様と推定される。

(+&21+eE15Effiff,)

を「歯利診療における静脈内鎮静」

L認 める。

O

O

O 留意事項

日本歯科麻酔学会「静脈内鎮静法実施時における注意点について」を踏ま

え、緊急時に対応できる体需1を 整えた上で、パルスオキシメ=タ
ーや血圧計

を用い、意識レベルや呼吸の状態等を継続的に観察しながら、実施されるベ

きであること。

劇
Ｎ
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審査情報提供

審査情報提供事仇

最新の審査情報提供事例       '

最新の審査情報提供事例 (平成21年 9月 15日 更新)を含んだ全ての審査情報提供事例は

以下よリダウンロードできます。今回追加された事例のみが必要な方 は、「新規分のみ一

括ダウンロード」をご利用ください。

種 二通ダウンロー」ヒ匪」J.4M曼 ]

雹 動 参

「

通三立ン旦

「

ド[P螂 曰〕

診療項目別の審査情報提供事例

言驚8平亀微栞誂迂3譜ξ埜iロ ロ別助類じひます。
T項

L薬剤

「
鐘

[l処置

[ 手術

|~麻酔

「 画像診断

「
病理診断

PDFファイルを読むためには、Acrobat Readerが 必要です。お持ちでない方は

Adobe社 のダウンロードページから入手してください。

ク =当
鷲躊遍恕餞卿 について

リンク集 いヽサイトマップ

囚Tol

1亘意見fゴ昼翌 1憤担保誼宣理体制 |

′
磁
FIL υ」LOしは

'lP

軸 〕̈ 醐 螂

… …

htto: / / houmu /ssk /sinsa /sinsa0 t html oハ 1∩ ノハ0/10

73




